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1. はじめに 

文部科学省は2011年に「教育の情報化ビジョン」を

発表し，これからの子どもたちに求められる力として

「情報活用能力」を示し，情報活用能力の育成には，「異

なる背景や多様な能力を持つ子どもたちがコミュニケ

ーションを通じて協働して新たな価値を生み出す教育

を行うことが重要」と述べている(1)。また，21 世紀を

生きる子どもたちに求められる力を育む教育を行うた

めには，教育の情報化を推進する事が必要であると指

摘されており，その 1 つの例としてタブレット端末の

活用が挙げられている。また，生徒同士が教え合い学

び合う協働的な学びを推進する 1 つの重要な鍵として

一人 1 台のタブレット端末環境を整備する事が求めら

れている。 

文部科学省と経済産業省は，2030年までに電子教科

書を全国に普及させ，小中学校の現場にて授業で活用

していくことを目標にしている。また，それに伴い電

子黒板等を普通教室に導入している地方自治体も急増

している。このような学習環境の変化は著しいものが

ある。特に，来年度より，例えば佐賀県では，全ての

高等学校において高校生全員にタブレット端末を配布

し，授業や様々な学習活動の中で活用するなど，教育

現場におけるタブレット端末の導入が急速に進んでい

ることがわかる。 

一方，タブレット端末が様々な学習活動の中で有益

な効果をもたらせていることは多くの実践的研究の中

で報告されている。例えば，総務省が進めたフューチ

ャースクール推進事業における実証授業での取り組み

を見ると，様々な教科において ICT 機器を活用した実

践が見られる(2)。 1人1 台のタブレットPC を活用さ

せることで，学習効果を高めている例も多い(総務省

2011)。  

本研究では，タブレット端末をものづくりの技能習

得のために利用し，その効果を検討したいと考えてい

る。 ものづくりではないが，中学校体育科の授業にお

いてバスケットボールのシュートの技能習得の場面で

のタブレット端末活用がある(3)。しかしながら，ものづ

くりの技能習得のためにタブレット端末を利用し，そ

の相互評価に着目した研究は筆者の知るところではな

い。そこで，本研究では，のこぎりびきの技能習得の

ために，自らのフォームをタブレット端末で撮影し，

自己評価した結果と，同じグループでの他者からの評

価に着目しその教育的効果を検討するとともに技能習

得への影響を検討することとした。 

 

2. 研究方法 

2.1 実験対象者 

対象者は，本学教育福祉科学部学校教育課程教科教

育コース技術選修に所属する，1年生 5名(男子 3名，

女子2名)，2年生2名(男子1名，女子1名)，4年生3

名(男子3名)，本学大学院教育学研究科教科教育専攻技

術教育専修に所属する，2年生 1名(男子 1名)，計 11

名(男子8名，女子3名)とした。対象は，学部1年次開

講科目である木材加工実習で，のこぎりびきの技能を

習得済みである。 

2.2 使用工具・材料 

使用した工具は，タブレット端末として iPad2，

片刃横びきのこ，さしがねである。材料は，アガチ

ス板材寸法(W)250mm×(D)500mm×(H)25mm を

使用した。撮影に使用した iPadアプリは，iOS標準

のカメラアプリである。カメラアプリの動画モード

にて撮影を行った。 

2.3 実験方法 

実験は，2人1組のペアとなって行った。各組にiPad2

を1台ずつ配布した。実験の流れは次のとおりである。 

① 1 人がのこぎりびきを行い，その様子をもう 1

人が iPad2にて撮影を行う。 

② 作業終了後に，iPad2にてフォームのチェックを

お互いに行い，相互評価し助言を行う。 

①・②の作業を1セットとし，1セットが終わってか

ら，役割を交代し同様に行う。2 人が終わった時点で，

事前に iPad2 で撮影しておいた，上級者ののこぎりび

きの動画を観察し，フォームをペアで確認しあう。(上

級者とは，本学大学院教育学研究科教科教育専攻技術

教育専修 2 年生であり，学部所属時より木材加工を研

究テーマとして扱っている。) そして，お手本と自分

自身のフォームを比較し，よりよい理想のフォームへ

のイメージ付けを行った。その後にもう 1 度，①・②

の作業セットを 2 人とも行った後に，質問紙調査を行

った。実験の様子を図1に示す。 

2.4 評価尺度 

評価尺度として，タブレット端末を用いた相互評価

シートを作成した。まず，のこぎりの使用状況を把握

するために，のこぎりを 1 週間に使用する頻度に応じ

て，3 つの選択肢より選び回答する。①週に５〜7 回，
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②週に２〜４回，③週に０〜１回から回答。 

次に，質問調査として 4 件法と自由記述形式を用い

て行った。項目には，練習に関する質問 5 項目，自己

評価に関する質問項目7項目，指導方法に関する質問2

項目を4件法(1，全くそう思わない，2，あまりそう思

わない，3，まあまあそう思う，4，とてもそう思う)で

行った。 

 練習に関する質問は次のとおりである。①フォーム

をお互いに撮影し確認することは効果があると思う，

②その時のフォームがすぐに確認でき，悪いところを

すぐに修正出来ると思う，③映像がないと漠然とのこ

ぎりを使用していたが，映像を見ることで第 3 者の視

点から確認でき，自分が持っていたイメージとの違い

に気づくことができたと思う，④自分の良い時のフォ

ームと，悪い時のフォームの違いが分かったと思う，

⑤より自分ができていないところに注意することがで

きたと思う，の全5項目である。 

自己評価に関する質問は次のとおりである。①フォ

ームが良くなったと思う，②のこぎりを引いて切れる

ようになったと思う，③軽い力で切れるようになった

と思う，④真直ぐ切れるようになったと思う，⑤イメ

ージしているフォームに近づいたと思う，⑥身体全体

を使って切れるようになったと思う，⑦お手本の動画

のフォームに近づいたと思う，の全7項目である。 

指導方法に関する質問は次のとおりである。①相互

に撮影し合い，フォームをチェックする指導方法は有

効であると思う，②自分のフォームを自分で見て確認

する指導法は良いと思う，の全2項目である。 

自由記述に関する質問は次のとおりである。①動画

のどのような点に注目して見ていたか教えて下さい，

②お互いに撮影し確認することについてどのように感

じるか教えて下さい，③タブレット端末を活かせると

思う技術指導について思うことを書いてください，④1

回目と 2 回目で，どのような変化を感じることができ

たか書いてください，の全4問である。 

また，調査シートの最後に，タブレット端末を用い

た技能習得の指導法に関して5件法で評価を行った。 

 
3. 結果と考察 

3.1 評価シートの結果と考察 

のこぎりの使用状況は全員が，③週に0〜1回と回答

した。つまりのこぎりびきの技能レベルに関しては，

学年とほぼ比例すると考えられる。 

次に，練習に関する質問，自己評価に関する質問，

指導法に関する質問についてだが，ほぼ全ての項目に

おいて平均値が4に近い値であった。各項目において，

肯定的なものとなった。ただし，自己評価に関する質

問の「⑥身体全体を使って切れるようになったと思う」

「⑦お手本の動画のフォームに近づいたと思う」の 2

つの項目では平均値が 3を下回った。この 2項目に関

して度数分布表を図2(項目⑥)，図3(項目⑦)に示す。項

目⑥に関してだが，今回扱った材料か板材だったため，

腕の力だけ容易に切削出来てしまうことが原因である

と考えられる。項目⑦に関しては，30分程度の実験時

間だったためお手本のフォームには近づけなかったの

だと考えられる。ただ，自由記述④の欄には，1回目よ

りも 2 回目は，切削時間が速くなり，けがき線に沿っ

て正確に切削できたという記述が多く見受けられ，こ

のことから技能向上に寄与していることがわかる。 

3.2 タブレット端末での技能習得 

 評価シートにて，タブレット端末を用いた技能習得

の指導法に関して 5 件法で評価を行った所，平均値が

4.91 と高い数値を示した。また，自由記述④の記述で

は，1回目よりも2回目がフォーム・切削時間・正確性

について向上したと記述されている。さらに，自由記

述③より，のこぎりびきの作業だけではなく，鉋削り

作業などにも活かして行けるのではないだろうかとい

う記述が見受けられた。 

 

4. まとめと今後の課題 

 以上のような事から，タブレット端末を活用した技

能習得について十分可能であると考えられる。ただし，

今回は被験者数が少なかったため評価シートの検定が

行えず，詳細な分析が出来なかった。また，大学生が

対象であったため，上記のような結果になった可能性

も考えられる。今後は，中学生・工業高校生を対象と

した調査を行う予定である。 
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図1 実験の様子 

図2 項目⑥度数分布表   図3 項目⑦度数分布表 
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